
大塚国際美術館・システィーナ礼拝堂（写真は大塚国際美術館の展示作品を撮影したものです）

■添乗員／同行します　■食事／朝食２回、昼食2回、夕食２回
■集合場所／羽田空港第２ターミナル
■交通機関／航空機（全日空）、大型または中型または小型貸切観光バス（日ノ丸自動車等）
■ご案内／※天候・道路状況により観光順序を入れ替える場合がございます。
※�交通時間は、予定時間となります。ダイヤ改正などで時間が変更になる
場合もございます。
※2日目の昼食は自由昼食となります。

1
羽田空港（9：10）s〈ANA383〉s米子空港（10：30）➡●由志園
にて昼食と園内見学➡●足立美術館（横山大観の作品と見事な
日本庭園で有名な美術館にたっぷり2時間半滞在します）➡ホテル
（19：00頃）� 食事：朝×・昼○・夕○

2
ホテル（9：00頃）…●大原美術館（15分のレクチャーのあと
各自でご鑑賞）…◎倉敷美観地区にて自由昼食と散策（白壁の
蔵屋敷、なまこ壁など趣のある町並み）➡ホテル（16：30頃）
� 食事：朝○・昼×・夕○

3
ホテル（9：15頃）➡●大塚国際美術館（有名絵画の陶板名画展示
で人気な美術館をご鑑賞）➡◎イタリアンのランチ➡徳島空港
（15：25）s〈ANA284〉s羽田空港（16：45）�食事：朝○・昼○・夕×

～足立美術館・大原美術館・大塚国際美術館～

西の三大美術館を訪ねて芸術に触れる旅 ３日間
西日本には多くの美術館が存在しますが、この三大美術館を一度に見る
為関東から訪れるには少しアクセスが不便のようです。毎回好評をいた
だいていました、西の三大美術館巡り。西日本を代表する美術館をまと
めて訪れ、毎日１か所ずつじっくりとお楽しみいただけるコースです。

うず潮で有名な徳島県鳴門市にある「大塚国際
美術館」は、陶板名画を中心とした話題の

美術館です。日本にいながら世界的にも有名な作品を実物大で、しかも
間近で見学することができます。まるで世界中を旅している様。レプリカ
とわかっていても感動は本物です。

大塚国際美術館

島根県安来市の郊外に、美しい庭園を持つ美術館が
あります。国内外から年間50万人以上が訪れる

人気の高さは、横山大観をはじめとする近代日本画や北大路魯山人の陶芸
などを中心に総数約2000点を所蔵している事、そして米国の日本庭園
専門誌「ジャーナル・オブ・ジャパニーズ・ガーデニング」による庭園ラン
キングで、22年連続日本一に
選ばれている日本庭園の魅力も
大きいかと思います。創設者・
足立全康（あだちぜんこう）の、
日本画と日本庭園に対する強い
信念。毎朝開館前に職員総出で
約１時間かけて掃除され、年中
無休の為それは365日休むこと
なく雨天晴天関係なく続けられる。
そんな「おもてなし」の心も感じら
れる事でしょう。

足立美術館

足立美術館日本庭園／イメージ
お
食
事

美しい庭園の見学と旬の食材を作った会席料理
ホテル内にて瀬戸内の食材を使ったフレンチ
ホテル内にて旬の食材と鳴門の地産食材を使ったフレンチ
鳴門の特産品を中心に旬の食材を使用したイタリアン

１日目昼食
１日目夕食
２日目夕食
３日目昼食

スタッフ
提案の旅

白岩 楓子企画

旅行期間 2026年5月25日(月)〜27日(水)
旅行代金

2名様１室利用
（お一人様）155,000円
※1名様1室�追加代金20,000円（2泊）

募集人員 18名様
（最少催行人員14名様）

宿泊ホテル【1泊目】倉敷国際ホテル・アネックス館（洋室／ツイン）【2泊目】アオアヲナルトリゾート（洋室／ツイン）

昭和初期に日
本初の近代西

洋美術館として誕生し、倉敷美観地区に
あるのが「大原美術館」。ギリシャ神殿風
の本館には、ルノワール、モネ、ピカソ
など誰もが知る西洋美術の巨匠の作品
が展示されています。日本に2点しか
ないスペイン絵画の巨匠エル・グレコ
の作品のひとつ「受胎告知」など、日本
にあることが奇跡と言われるコレクション
の数々をご堪能ください。

大原美術館

大原美術館
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倉敷国際ホテル・アネックス館

2泊3日
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